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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作物を刈り取ったのち機体横幅方向中間部に向けて横送りして合流させる刈取処理部と
、その刈取処理部にて横送りされた作物を機体後方に向けて搬送するフィーダとが備えら
れ、
　前記刈取処理部に、機体横幅方向両側端部に位置する一対の側壁部夫々の機体前部側に
、刈取対象となる作物と非刈取対象の作物とを分草するデバイダが備えられ、
　前記デバイダは、上部側に位置するデバイダ本体と、前記デバイダ本体の下側に着脱可
能に取り付けられる底部分割体とを備えている収穫機。
【請求項２】
　前記刈取処理部は、植立作物の茎部を切断して作物を刈り取る刈刃を備え、
　前記デバイダ本体は、その下縁部が前記刈刃よりも高い位置にあり、
　前記底部分割体は、前記刈刃よりも機体前方側に位置し、且つ、その下縁部が前記刈刃
よりも低い位置にある請求項１記載の収穫機。
【請求項３】
　前記側壁部の前下部であって且つ機体横幅方向内方側の箇所に、平面視で機体後方側ほ
ど機体横幅方向内方側に位置する傾斜姿勢の傾斜案内体が備えられている請求項１又は２
に記載の収穫機。
【請求項４】
　前記傾斜案内体は、側面視で機体後方側ほど下方側に位置する後下り傾斜姿勢である請
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求項３記載の収穫機。
【請求項５】
　前記側壁部の前下部に、機体後方側に向かうほど下方側に位置する傾斜姿勢のテーパ部
が形成され、
　前記底部分割体が前記デバイダ本体に取り付けられた状態で、前記側壁部の底面と前記
底部分割体の底面とが一連に連なる請求項１～４のいずれか１項に記載の収穫機。
【請求項６】
　前記底部分割体の前端縁が前記デバイダ本体の前端縁よりも機体後方側に位置して、前
記デバイダ本体の前部下方側に側面視で階段状の切欠部が形成されている請求項１～５の
いずれか１項に記載の収穫機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、稲、麦、大豆、トウモロコシなどの作物を刈り取ったのち機体横幅
方向中間部に向けて横送りして合流させる刈取処理部と、その刈取処理部にて横送りされ
た作物を機体後方に向けて搬送するフィーダとが備えられた収穫機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記収穫機は、刈取処理部の機体横幅方向両側端部に、刈取対象となる作物と非刈取対
象の作物とを分草するデバイダが固定状態で備えられ、左右両側のデバイダにより分草さ
れた刈取対象となる作物を刈刃により切断して刈り取るようになっている。そして、従来
では、デバイダは、側面視で略三角形状で一体形成され、且つ、デバイダの下端縁が、作
物の刈り取り位置に近い低い位置に設定されていた（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２４４９２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　圃場内で作物の刈り取り作業を行う場合、圃場の周囲に位置している畦に近い箇所では
、畦に近づくほど地面が盛り上がって高くなっている場合がある。そして、従来構成では
、デバイダの下端部が刈り取り位置と同じであるから、刈り取り作業中は、デバイダは低
い位置になったまま地面近くを移動することになる。
【０００５】
　そうすると、畦に近い箇所で作物を刈り取るときに、刈取処理部における機体前端側に
位置するデバイダの下部が地面に接触することがある。畦に近い箇所では、土が盛り上が
って他の内方側の地面よりも高い位置になっている場合が多い。このように地面が盛り上
がっており、しかも、地面が硬い場合においては、デバイダが地面に接触することが原因
でデバイダが損傷するおそれがあった。
【０００６】
　このような地面との接触を回避するために、デバイダの下部を刈刃の位置よりも高い位
置になるように、デバイダと地面との間に隙間を形成するように構成することが考えられ
るが、このような構成を採用すると、作物が倒伏している場合には、作物を良好に刈り取
ることができない不利な面がある。
【０００７】
　つまり、倒伏した作物を刈り取る場合には、左右のデバイダで挟まれた刈取作用領域内
に植立している作物であっても、地面とデバイダとの間の隙間に作物が入り込んで外方側
に逃げてしまうことがある。その結果、刈取対象となる領域であっても刈残しが発生する
おそれがある。
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【０００８】
　そこで、地面との接触によるデバイダの損傷を回避しながら、倒伏している作物を刈残
しを少ない状態で良好に刈り取ることができるようにすることが望まれていた。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る収穫機の特徴構成は、
　作物を刈り取ったのち機体横幅方向中間部に向けて横送りして合流させる刈取処理部と
、その刈取処理部にて横送りされた作物を機体後方に向けて搬送するフィーダとが備えら
れ、
　前記刈取処理部に、機体横幅方向両側端部に位置する一対の側壁部夫々の機体前部側に
、刈取対象となる作物と非刈取対象の作物とを分草するデバイダが備えられ、
　前記デバイダは、上部側に位置するデバイダ本体と、前記デバイダ本体の下側に着脱可
能に取り付けられる底部分割体とを備えている点にある。
【００１０】
　本発明によれば、圃場に植立している作物が倒伏していない作業状況においては、デバ
イダの底部分割体を取り外した状態で刈取作業を行う。デバイダの底部分割体を取り外す
ことによって、デバイダの下端部が従来に比べて高い位置になる。その結果、例えば、植
立作物を地面に近いできるだけ低い位置を刈り取るために刈取位置を低くして刈取作業が
行われる場合であっても、畦に近い箇所で作物を刈り取るときに、デバイダの下端部が地
面に接触することを回避させ易い。その結果、地面との接触に起因したデバイダの損傷を
回避することが可能となる。
【００１１】
　圃場に植立している作物が倒伏している作業状況においては、デバイダは、デバイダ本
体の下側に底部分割体を取り付けた状態で刈取作業を行う。このように底部分割体を取り
付けることにより、デバイダの下端部が、例えば刈取位置と略同じか又はそれよりも低い
位置になる。作物が倒伏している場合には、作物が大きく傾斜して地面に近い位置にまで
倒れているが、デバイダの下端部が低い位置にあることから、このように倒伏している作
物であっても、刈取対象となる作物と非刈取対象の作物との間に入り込んで、確実に分草
させることができる。尚、作物が倒伏している作業状況では、地面が水分を多く含み軟弱
になっている場合が多く、デバイダが地面に接触しても損傷するおそれは少ない。
【００１２】
　従って、地面との接触によるデバイダの損傷を回避しながら、倒伏している作物を刈残
しを少ない状態で良好に刈り取ることが可能となった。
【００１３】
　本発明においては、
　前記刈取処理部は、植立作物の茎部を切断して作物を刈り取る刈刃を備え、
　前記デバイダ本体は、その下縁部が前記刈刃よりも高い位置にあり、
　前記底部分割体は、前記刈刃よりも機体前方側に位置し、且つ、その下縁部が前記刈刃
よりも低い位置にあると好適である。
【００１４】
　本構成によれば、底部分割体を取り外した状態では、デバイダの下端部すなわちデバイ
ダ本体の下縁部は刈刃よりも高い位置になるので、デバイダ本体が地面に接触して損傷す
ることを確実に回避させることが可能となる。
【００１５】
　一方、底部分割体を取り付けた状態では、デバイダの下端部すなわち底部分割体の下縁
部は刈刃よりも低い位置になるので、作物が倒伏している場合であっても、刈取対象とな
る作物と非刈取対象の作物とを確実に分草することが可能であり、そのように分草した後
の作物を、底部分割体の機体後方側に位置する刈刃によって切断するので、分草した刈取
対象である作物を適切に刈り取ることができる。
【００１６】
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　本発明においては、前記側壁部の前下部であって且つ機体横幅方向内方側の箇所に、平
面視で機体後方側ほど機体横幅方向内方側に位置する傾斜姿勢の傾斜案内体が備えられて
いると好適である。
【００１７】
　本構成によれば、デバイダによって刈取対象として分草された作物が、側壁部によって
仕切られた状態が維持され、機体走行に伴って、傾斜案内体によって機体横幅方向内方側
に向けて移送案内される。このように機体横幅方向内方側に案内することで、刈取対象と
なる作物を刈り残しの少ない状態で適切に刈り取ることができる。
【００１８】
　本発明においては、前記傾斜案内体は、側面視で機体後方側ほど下方側に位置する後下
り傾斜姿勢であると好適である。
【００１９】
　本構成によれば、デバイダにより分草された作物は、傾斜案内体によって、機体進行に
伴って、下方側に向けて案内される。つまり、低い位置に設定される刈取位置に向けて案
内されるので、分草された状態で刈取作業を行うことができ、刈残しを一層少なくして良
好な刈り取りが行える。
【００２０】
　本発明においては、前記側壁部の前下部に、機体後方側に向かうほど下方側に位置する
傾斜姿勢のテーパ部が形成され、前記底部分割体が前記デバイダ本体に取り付けられた状
態で、前記側壁部の底面と前記底部分割体の底面とが一連に連なると好適である。
【００２１】
　本構成によれば、底部分割体が取り付けられているときは、側壁部の底面と底部分割体
の底面とが一連に連なるので、デバイダから側壁部にわたって作物を案内する領域におい
て、地面との間に空間が形成されることがないので、空間を通して作物が逃げて刈残しが
発生することを未然に回避することができる。
【００２２】
　底部分割体がデバイダ本体から取り外されているときには、側壁部の前下部はテーパ部
が下端部に位置する状態となるので、このテーパ部にて植立作物が案内される。テーパ部
は、機体後方側に向かうほど下方側に位置する傾斜姿勢に形成されているので、デバイダ
本体にて案内されたのち、テーパ部にて機体が進行するに伴って徐々に下方に押し下げる
ようにして、無理な引き千切り等のない円滑な状態で分草案内することができる。
【００２３】
　本発明においては、前記底部分割体の前端縁が前記デバイダ本体の前端縁よりも機体後
方側に位置して、前記デバイダ本体の前部下方側に側面視で階段状の切欠部が形成されて
いると好適である。
【００２４】
　本構成によれば、デバイダ本体の前端縁と底部分割体の前端縁との間に、側面視で階段
状の切欠部が形成されているので、分草案内される作物は、デバイダ本体の前端縁から底
部分割体の下端縁にまで一気に押え込まれる状態で案内されるのではなく、切欠部を通し
て段階的に案内される。その結果、作物が一気に押え込まれて引き抜きや引き千切り等が
生じるおそれが少なく、刈取対象となる作物と非刈取対象の作物とを切欠部において振り
分けて、作物の損傷のない良好な状態で分草することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】コンバインの全体側面図である。
【図２】コンバインの全体平面図である。
【図３】右側のデバイダ配設部の側面図である。
【図４】刈刃の平面図である。
【図５】右側のデバイダ配設部の横断平面図である。
【図６】刈刃の駆動部の縦断正面図である。
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【図７】刈刃の一部平面図である。
【図８】図７のＶＩＩＩ―ＶＩＩＩ線断面図である。
【図９】底部分割体を取り付けていない状態の右側のデバイダ配設部の側面図である。
【図１０】デバイダ本体の平面図である。
【図１１】デバイダ本体の正面図である。
【図１２】傾斜案内体の取付状態を示す平面図である。
【図１３】傾斜案内体の取付状態を示す側面図である。
【図１４】バックミラー配設部の背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明に係る収穫機の一例としての普通型コンバインの実施形態を図面に基づい
て説明する。
　〔全体構成〕
　図１及び図２に、稲や麦などの作物を収穫対象とする普通型コンバインが示されている
。このコンバインは、機体フレーム１の下部に左右一対のクローラ走行装置２を装備した
走行機体の前部に、収穫対象の作物としての植立穀稈を刈り取って後方に向けて搬送する
刈取搬送部３を昇降揺動可能に連結している。そして、走行機体は、機体フレーム１上に
、刈取搬送部３から搬送される作物としての刈取穀稈を扱き処理するとともに、その扱き
処理で得られた脱穀処理物を穀粒と排出物とに選別する脱穀装置４、脱穀装置４にて得ら
れた穀粒を貯留する穀粒タンク５、穀粒タンク５に貯留される穀粒を機外に排出するため
の穀粒排出装置６、操縦者が搭乗して運転操作を行う運転部７等が備えられている。この
コンバインは、植立穀稈の株元を切断して刈り取り、刈り取った刈取穀稈の全部を脱穀装
置４に投入する全稈投入型に構成されている。
【００２７】
　運転部７は機体前部右側に位置し、運転部７の後方に穀粒タンク５が位置している。さ
らに、脱穀装置４が左側に位置し、穀粒タンク５が右側に位置する状態で、脱穀装置４と
穀粒タンク５とが左右方向に並ぶ状態で備えられている。そして、運転部７の下方側には
、駆動用のエンジン８が備えられている。
【００２８】
　この実施形態で、機体の前後方向を定義するときは、作業状態における機体進行方向に
沿って定義し、機体の左右方向を定義するときは、機体進行方向視で見た状態で左右を定
義する。すなわち、図１，２に符号（Ｆ）で示す方向が機体前側、図１，２に符号（Ｂ）
で示す方向が機体後側である。図２に符号（Ｌ）で示す方向が機体左側、図２に符号（Ｒ
）で示す方向が機体右側である。従って、機体左右方向が機体横幅方向に対応する。
【００２９】
　刈取搬送部３は、車体の走行に伴って、刈取対象となる植立穀稈を刈り取る刈取処理部
９と、刈取処理部９にて刈り取られた刈取穀稈を機体後部側の脱穀装置４に向けて搬送す
るフィーダ１０とを備え、機体フレーム１とフィーダ１０とにわたって架設した刈取昇降
用の油圧シリンダ１１が伸縮作動することで、横軸芯Ｐ１周りで昇降揺動自在に支持され
ている。
【００３０】
　刈取処理部９は、角パイプや断面Ｌ字形のアングル材等を連結して構成される枠組み支
持体１７にて支持され、刈取対象となる植立穀稈と非刈取対象の植立穀稈とを分草する左
右一対のデバイダ１３と、収穫対象の植立穀稈を後方に向けて掻き込む回転リール１４と
、収穫対象の植立穀稈の株元側を切断して刈り取るバリカン形の刈刃１５と、切断後の刈
取穀稈を左右方向の中間側に横送りして寄せ集めて後方に向けて送り出すオーガ１６とを
備えている。
【００３１】
　図２に示すように、刈取処理部９の左右幅（刈幅）は、左右のクローラ走行装置２の横
外端部間の距離、言い換えると、走行機体の横幅よりも大きくなっており、刈取処理部９
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による植立作物の刈跡に形成される左右のクローラ走行装置２の踏み代が、左右方向に大
きく確保されるようになっている。これにより、収穫作業時に左右のクローラ走行装置２
による未収穫作物の踏みつけのおそれが少なくなっている。
【００３２】
　上述したように、刈取処理部９の左右幅は走行機体の横幅よりも大きいが、機体前部右
側に運転部７が位置しており、フィーダ１０が機体前部左側に位置するので、刈取処理部
９は、フィーダ１０に対して機体横幅方向一方側（右側）に偏倚した状態でフィーダ１０
に連結されている。
【００３３】
　図２に示すように、刈取処理部９は、機体横幅方向両側端部に位置する一対の側壁部２
０を備えている。左右のデバイダ１３は、左右の側壁部２０の機体前部側に備えられてい
る。フィーダ１０が接続される箇所はフィーダ１０の入口２１が連通するように開口して
おり、オーガ１６から収穫作物を搬送することができる。左右の側壁部２０に亘ってバリ
カン型刈刃１５が配備されるとともに、左右の側壁部２０に亘って横軸心周りで回転自在
にオーガ１６が架設されている。
【００３４】
　〔バックミラー〕
　図１４に示すように、枠組み支持体１７は、刈取処理部９の後上部に位置して機体左右
方向に延びる角パイプ状の上部支持体１７Ａを備えている。この上部支持体１７Ａの左側
箇所に、上方に向けて固定延出された支柱８７により支持される状態でバックミラー８８
が備えられている。
【００３５】
　このバックミラー８８は、運転部７にて運転している運転者が、機体左側の後方箇所を
目視で確認することができるように後向きの反射鏡８９を備えている。このバックミラー
８８は、刈取処理部９と一体的に横軸芯Ｐ１周りで昇降揺動自在に支持されている。そし
て、反射鏡８９は凸状の曲面にて構成されている。このように構成することで、目視可能
な視野が広がり、刈取処理部９が下方側に位置する刈取作業位置、及び、刈取処理部９が
上方側に位置する上昇位置のいずれにおいても、支柱８７の傾斜にかかわらず、後方側を
目視することが可能となる。
【００３６】
　〔回転リール〕
　回転リール１４について説明する。
　図１及び図２に示すように、回転リール１４は、刈取フレーム１２の後端側の上部から
前向きに延出している左右一対の支持アーム２２にて架設支持される状態で備えられてい
る。説明を加えると、一対の支持アーム２２の先端部に回転自在に支持された駆動軸２３
の左右端部に一体回転自在にリールフレーム２４が備えられている。左右一対のリールフ
レーム２４は夫々、側面視で略六角形状に構成されている。これらの左右一対のリールフ
レーム２４に亘って架設される状態で且つ６個の頂部に一本ずつ位置する状態でタイン支
持部材２５が設けられ、各タイン支持部材２５には、その長手方向に沿って並べる状態で
複数のタイン２６（掻込み爪）が取り付けられている。
【００３７】
　リールフレーム２４には、タイン２６が回転リール１４の回転にかかわらずタイン支持
部材２５から下方向きに延出した姿勢を保持するように、その姿勢を保持するための姿勢
保持機構が備えられている。この姿勢保持機構は周知構造のものであり、その構成につい
ては詳述はしないが、回転リール１４が回転すると、タイン２６が下方向き姿勢を保持し
たまま回動して植立穀稈を後方に掻き込むことができるように構成されている。
【００３８】
　図１及び図３に示すように、一対の支持アーム２２夫々と側壁部２０とにわたって夫々
油圧シリンダ２７が連結され、それら一対の油圧シリンダ２７によって、一対の支持アー
ム２２がその後部基端側の軸芯Ｐ２周りに刈取フレーム１２に対して上下に揺動操作され
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ることにより、回転リール１４が昇降自在に支持される構成となっている。
【００３９】
　〔オーガ〕
　オーガ１６について説明する。
　図２及び図３に示すように、オーガ１６は、大径の円筒形のドラム５９の外周に、前方
回転に伴ってフィーダ１０の前端部に向けて横送り機能を発揮する左右一対の螺旋羽根６
０が備えられている。フィーダ１０の前端の入口２１に臨む領域にドラム５９から出退す
る棒状の掻き込み体６１が複数えられている。右側横送り域の途中箇所及び左側横送り域
の途中箇所にも、ドラム５９から出退する掻き込み体６１が備えられている。詳述はしな
いが、複数の掻き込み体６１は、ドラム５９の回転に伴ってドラム５９を出退自在に摺動
案内されるようにドラムの内部で支持されている。
【００４０】
　図示はしないが、オーガ１６は、ドラム５９が回転すると、各掻き込み体６１は追従し
て、ドラム５９の回転軸芯と異なる偏芯支軸（図示せず）の軸芯周りに回動し、この時、
偏芯支軸とドラム５９との距離が回動位相によって変化することになり、各掻き込み体６
１は、ドラム５９から出退しながら回動して、底板１８や背面板１９との干渉を回避しな
がら作物をフィーダ１０に掻き込むことになる。
【００４１】
　〔フィーダ〕
　フィーダ１０は、図１に示すように、角筒状のフィードケース８２の内部に、後上部側
に位置する駆動輪体８３と、前下部に位置する従動輪体８４とにわたって、左右一対の無
端回動チェーン８５が巻回され、左右一対の無端回動チェーン８５に亘って所定ピッチ毎
に係止搬送体８６が架設されている。フィードケース８２の前端部に刈取処理部９に連通
する入口２１が形成されている。フィードケース８２の後端部は、脱穀装置４に連通接続
されている。そして、無端回動チェーン８５が回動することで、刈取処理部９から受け渡
された収穫作物（刈取穀稈）を脱穀装置４に向けて搬送する。
【００４２】
　〔刈刃〕
　刈刃１５について説明する。
　図４、図７及び図８に示すように、刈刃１５は、機体横幅方向にわたって延設された連
結フレーム２８に背中合わせで取付固定されているアングル状の基台２９と、基台２９に
装着された受け刃３０と、受け刃３０に対してスライド自在に支持されている可動刃３１
と、可動刃３１を駆動するナイフバー３２と、可動刃３１を摺動を許容しながら浮き上が
りを防止すべく保持するナイフクリップ３３とを備えている。
【００４３】
　後述するような駆動機構を介して、エンジン８からの動力が伝達されて、刈幅全幅にわ
たる長尺のナイフバー３２を所定ピッチで往復移動駆動するように構成され、このナイフ
バー３２にリベットにより連結固定された可動刃３１が往復移動して、固定状態の受け刃
３０との協働により、刈取穀稈の株元を切断して刈り取ることができる。
【００４４】
　図４に示すように、可動刃３１は、刈り取った穀稈を機体横幅方向中間側箇所（フィー
ダ１０への受け渡し箇所）へ送り出すための部材として、フィーダ１０への受け渡し箇所
に対して機体進行方向視で右側に位置する右側横送り部材３４と、左側に位置する左側横
送り部材３５とを備えている。
【００４５】
　図７及び図８に示すように、左右両側の横送り部材３４，３５は、機体横幅方向に長尺
で且つ上側に鋸歯状の横送り作用部３４Ａ，３５Ａと、連結部３４Ｂ，３５Ｂとが１つの
板状体にて構成されている。そして、連結部３４Ｂ，３５Ｂがナイフバー３２にボルト１
１０によって連結され、両横送り部材３４，３５は、ナイフバー３２及び可動刃３１と一
体的に往復移動する構成となっている。ナイフバーに対するボルト１１０の連結を解除す
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ると、両横送り部材３４，３５は、刈刃１５から全体を取り外すことができる。
【００４６】
　右側横送り部材３４における横送り作用部３４Ａは、刈取穀稈をフィーダ１０側、すな
わち、左方向に向けて搬送するように鋸歯の向きが設定され、左側横送り部材３５におけ
る横送り作用部３５Ａは、刈取穀稈をフィーダ１０側、すなわち、右方向に向けて搬送す
るように鋸歯の向きが設定されている。従って、これらの横送り部材３４，３５が、可動
刃３１と一体的に所定ピッチで往復移動することで、刈り取った穀稈を機体横幅方向中間
側、すなわち、フィーダ１０への受け渡し箇所へ送り出すことができる。
【００４７】
　左右両側の横送り部材３４，３５は、刈刃１５に沿って機体後方側に延びる状態で備え
られ、後方側ほど上方に位置する斜め姿勢で刈刃１５に連結されている。刈刃１５に対す
る傾斜角度は緩め（約１０度）に設定してあり、刈取穀稈の搬送の邪魔にならないように
している。しかも、基台２９の後端位置よりも機体後方に長く延設されており、刈取穀稈
の送り出し機能を高めている。
【００４８】
　上述したように、両横送り部材３４，３５は、ナイフバー３２に対するボルト連結を解
除すると、刈刃１５から取り外すことができる。そして、可動刃の修理交換等のメンテナ
ンス作業を行う場合には、後述する駆動機構との連結を解除して、両横送り部材３４，３
５を取り外すと、可動刃３１とナイフバー３２とが連結された状態のまま、左右方向の一
側外方に向けて抜き外すことができる。
【００４９】
　〔刈刃の駆動機構〕
　刈刃１５の駆動機構について説明する。
　図３及び図６に示されるように、背面板１９の後部側において機体横幅方向に沿って延
びる刈取伝動軸３７と、横軸心周りでの回転動力を前後軸心周りでの動力に変換する動力
変換機構３８と、変換された動力により回動する前後方向に沿った中継伝動軸３９と、中
継伝動軸３９の前端部に備えられた揺動アーム４０と、この揺動アーム４０とナイフバー
３２とを連動連結するリンク４１とを備えている。刈取伝動軸３７は、フィーダの右側箇
所から刈取処理部の右側の側壁部にまで延設され、右側の側壁部２０に、動力変換機構３
８、中継伝動軸３９と、揺動アーム４０等が備えられている。
【００５０】
　図示しない伝動機構を介してエンジン８の動力が刈取伝動軸３７に動力が伝達され、刈
取伝動軸３７が横軸心周りで回転駆動される。動力変換機構３８は、周知の構成であるか
ら詳細な構成については記載しないが、刈取伝動軸３７の一方向の回転運動を中継伝動軸
３９の往復回動運動に変換するように、刈取伝動軸３７と中継伝動軸３９とを連結してい
る。
【００５１】
　揺動アーム４０は、中継伝動軸３９の前端部に一体回動すべく連結されている。図５及
び図６に示されるように、揺動アーム４０は第一軸受部材４２を介してリンク４１の一端
に回動自在に連結されている。リンク４１の他端は、第二軸受部材４３を介して可動刃３
１に連結されている。中継伝動軸３９が往復回動すると、揺動アーム４０が左右に揺動し
、可動刃３１が左右方向に往復駆動される。
【００５２】
　図５に示すように、右側の側壁部２０から機体横幅方向外方側に突出する支持部４５が
備えられ、この支持部４５に形成された挿通孔４６を中継伝動軸３９が前後に挿通し、支
持部４５の前部側に取り付けられたベアリングホルダー４７に収納されたベアリング４８
により中継伝動軸３９が回動自在に支持されている。
【００５３】
　図３及び図５に示すように、刈刃１５の機体横幅方向外方側に刈刃１５を保護する刈刃
ガード４９が備えられている。刈刃ガード４９は、帯板状のプレート部材５０と丸棒部材
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５１とを備えている。丸棒部材５１は、プレート部材５０の後部側に溶接等により固定さ
れている。丸棒部材５１は、側面視で前側が開放された横向きのＵ字状の部材となってい
る。刈刃ガード４９の前部側は、プレート部材５０の前端部が側壁部２０にボルトで連結
されている。刈刃ガード４９の後部側は、丸棒部材５１に連結されたブラケット５２を介
して支持部４５の側面にボルト連結されている。　
【００５４】
　〔デバイダ〕
　デバイダ１３について説明する。
　デバイダ１３は、上部側に位置するデバイダ本体１３Ａと、デバイダ本体１３Ａの下側
に着脱可能に取り付けられる底部分割体１３Ｂとを備えている。そして、デバイダ本体１
３Ａは、その下縁部が刈刃１５よりも高い位置にあり、底部分割体１３Ｂは、刈刃１５よ
りも機体前方側に位置し、且つ、その下縁部が刈刃１５よりも低い位置に設けられている
。
【００５５】
　図１０及び図１１にデバイダ本体１３Ａを示している。デバイダ本体１３Ａは、側面視
で略三角形状の縦面部９０と、その縦面部９０の上部側に連なる平面視で三角形状の上面
部９１とが板体にて一体的に形成され、且つ、縦面部９０の下側縁部に沿って丸棒を折り
曲げた補強体９２を備えている。縦面部９０の後部側には、側壁部２０に対して連結する
ために後部連結部９３が備えられ、縦面部９０の右側には、側面視で縦面部９０の下端縁
に沿うとともに、平面視で後部側ほど右側に位置する斜め姿勢の外側傾斜案内体９４を備
えている。後部連結部９３の上端部は側面視で略Ｌ字形に折り曲げてある。左右のデバイ
ダ１３のデバイダ本体１３Ａは、左右で向きが反転する構成であるが、同じ構成となって
いる。
【００５６】
　図５及び図９に示すように、側壁部２０の前面部２０Ａに、デバイダ本体１３Ａの後部
連結部９３が取り付けられる。側壁部２０は、デバイダ本体１３Ａの縦面部９０に機体前
後方向に連なり壁面を形成する板体である壁部構成体２０Ｂを備えている。そして、側壁
部２０の上縁部２０Ｃは、デバイダ本体１３Ａの上面部９１に機体前後方向に連なり、側
壁部２０の前面部２０Ａの下端部から後方側に連なる箇所には、機体後方側ほど下方に位
置する傾斜姿勢のテーパ部２０Ｄが備えられている。
【００５７】
　デバイダ本体１３Ａの後部側に位置する後部連結部９３の上下幅は側壁部２０の前面部
２０Ａと略同じ上下幅を備えており、デバイダ本体１３Ａだけが側壁部２０に連結された
状態では、図９に示すように、デバイダ本体１３Ａの縦面部９０の下端縁９０ｂは側壁部
２０の下端部２０Ｅよりも所定高さだけ上方に位置することになる。刈取処理部９が地面
に接近する刈取作業位置にあるときは、デバイダ本体１３Ａの縦面部９０の下端縁９０ｂ
は、地面から所定高さだけ上方に位置して略水平姿勢になる。
【００５８】
　圃場に植立している作物が倒伏していない作業状況においては、図９に示すように、デ
バイダ本体１３Ａの下部に底部分割体１３Ｂを取り付けていない状態で作業を行うことに
より、畦に近い箇所で作物を刈り取るときに、デバイダ１３（デバイダ本体１３Ａ）の下
端部が地面に接触することを回避させることができる。
【００５９】
　底部分割体１３Ｂについて説明する。
　図１２及び図１３に示すように、底部分割体１３Ｂは、側面視で略菱形に形成された板
体にて構成されるとともに、下側縁部に沿って丸棒からなる補強体９５が連結されている
。この底部分割体１３Ｂは、上部前部側箇所がデバイダ本体１３Ａの縦面部９０にボルト
連結され、さらに、上部後部側箇所が、側壁部２０の壁部構成体２０Ｂにボルト連結され
ている。連結ボルト９６は、左右方向の機体内側から装着されて溶接固定されている。
【００６０】
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　図３及び図５に示すように、底部分割体１３Ｂが取り付けられると、底部分割体１３Ｂ
がデバイダ本体１３Ａ並びに側壁部２０の壁部構成体２０Ｂに対して一連に板状に連なる
状態となる。しかも、底部分割体１３Ｂが取り付けられることにより、デバイダ本体１３
Ａの下方に形成される空間の多くの部分を閉じて、側壁部２０の底面と底部分割体の底面
とが一連に連なる状態となる。図３に示すように、底部分割体１３Ｂの前端縁９７はデバ
イダ本体１３Ａの前端縁９８よりも機体後方側に位置しており、デバイダ本体１３Ａの前
部下方側に側面視で階段状の切欠部９９が形成されている。底部分割体１３Ｂは、刈刃１
５よりも機体前方側に位置しており、且つ、その下縁部が刈刃１５よりも低い位置になる
状態で備えられている。　
【００６１】
　圃場に植立している作物が倒伏している作業状況においては、デバイダ本体１３Ａの下
部に底部分割体１３Ｂを取り付けた状態で作業を行うことにより、倒伏している作物がデ
バイダ１３の下方側の空間を通して作物が逃げて刈残しが発生することを回避することが
できる。尚、植立作物が倒伏している場合には、圃場に水分が多く、地面が軟かい場合が
多いので、デバイダ１３の下端部が地面に接触して損傷するおそれは少ない。
【００６２】
　〔傾斜案内体〕
　右側の側壁部２０の前下部であって且つ機体横幅方向内方側の箇所に、平面視で機体後
方側ほど機体横幅方向内方側に位置する傾斜姿勢の傾斜案内体１００が備えられている。
傾斜案内体１００は、側面視で機体後方側ほど下方側に位置する後下り傾斜姿勢に設けら
れている。
【００６３】
　図５に示すように、傾斜案内体１００は、丸パイプ材の一端部を平坦状に潰してボルト
連結部１００Ａが形成されている。図１２及び図１３に示すように、底部分割体１３Ｂが
取り付けられる場合には、ボルト連結部１００Ａと底部分割体１３Ｂの上部前後中間部側
箇所とを共締めする状態で、側壁部２０の壁部構成体２０Ｂにボルト連結されている。ボ
ルト連結部１００Ａがボルトで連結して支持されて、平面視で機体後方側ほど機体横幅方
向内方側に位置する内側傾斜姿勢で、且つ、側面視で機体後方側ほど下方側に位置する後
下り傾斜姿勢となるように、後方側が片持ち状に延設されている。傾斜案内体１００の後
方側の先端部１００Ｂは、右から３番目の受け刃３０の先端部に外嵌するように係合連係
されて位置保持されている。
【００６４】
　図９に示すように、底部分割体１３Ｂが取り外された状態では、側壁部２０の壁部構成
体２０Ｂに、傾斜案内体１００だけがボルト連結される。片持ち状に延設されることや先
端部が受け刃３０に係合連係される点は底部分割体１３Ｂが取り付けられる場合と同じで
ある。
【００６５】
〔別実施形態〕
（１）上記実施形態では、底部分割体の前端縁がデバイダ本体の前端縁よりも機体後方側
に位置して、デバイダ本体の前部下方側に側面視で階段状の切欠部が形成される構成とし
たが、このような切欠き部を形成せず、底部分割体の前端縁とデバイダ本体の前端縁とが
機体前後方向に同じ位置に設ける構成としてもよい。
【００６６】
（２）上記実施形態では、傾斜案内体１００を備えたが、このような傾斜案内体１００を
備えない構成でもよい。
【００６７】
（３）上記実施形態では、稲や麦などを刈り取る普通型コンバインに適用するものを示し
たが、本発明はトウモロコシ収穫機等の他の種類の収穫機に適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
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　本発明は、普通型のコンバインやトウモロコシ収穫機等の収穫機に適用できる。
【符号の説明】
【００６９】
　９　　　　　刈取処理部
　１０　　　　フィーダ
　１３　　　　デバイダ
　１３Ａ　　　デバイダ本体
　１３Ｂ　　　底部分割体
　１５　　　　刈刃
　２０　　　　側壁部
　９７　　　　前端縁
　９８　　　　前端縁
　９９　　　　切欠部
　１００　　　傾斜案内体

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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